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友だちの「作品」から学ぼう
ここに紹 介するのは、１学期中間考査の「関心・態度」を試す、課題に対する

しょうかい

「答案」の原文のままです。ですから、漢字の誤りや、言葉の使い方がおかしいものもあ
とうあん げんぶん

ります。ただし、文章のとちゅうや終わりに、先生(倉橋)が、一部で訂正したり、コメン
ていせい

トをつけたりしています。その場合は、(＊＊「○○」＊＊)のように囲んであります。紹

介する「答案」は、５点満点中４点以上を獲得した人のものです。けれども、４点以上の
かくとく

人の全員分ではありません。なお、紹介する人の結論は、すべて「Ｃの意見」です。

３組 Ｔ．Ｉ
ぼくは、社会の授業で日本の食物の自給率が低いことを知りました。
てんぷらそばの材料も、家の材料もほとんどが輸入されたものだと知りました。
なかには、ボーキサイトなど１００％輸入品なのがあったのでおどきました。
先生が「もし外国が日本に輸入してくれなかったら(＊＊輸出してくれなかったらの誤

り＊＊)日本の人はが死する」と聞いたとき、ぼくは、「そんなに日本の国は食料がない
んだな」と思いました。
だから、ぼくは、日本と外国の結びつきには大きな関係があると思いＣにしました。

３組 Ｙ．Ｓ
前の授業で、食料自給率について学びました。そして、半分以上輸入にたよっている

ことがわかりました。
そして、ぼくが思うには、世界各国とのつきあいを友好にしなければならないと思う。
日本は島国で、資源がほとんどない。いつかは、食料１００％輸入になると思う。そ

の時、世界各国から食料輸入しなければならない。その時、輸入させてもらえなかった
ら、まず日本はつぶれると思う。その時のことも考えて、世界各国とは友好にしないと
いけないと思います。

３組 Ｍ．Ｓ
私の意見と同じものは、意見Ｃです。なぜなら、家を作る時に使う木も、ほとんどゆ

にゅうしているし、大豆など１００％ゆにゅうしている。(＊＊大豆の輸入率は100％で
はありません＊＊)もし、意見Ａだったら、私達日本人は生きてゆけないだろうと思う。
天ぷらそばを例にとってもわかる。材料のほとんどをゆにゅうしているのだから、外国
とのつき合いがなくなると、私達は、くらしていけなくなる。
私は、日本にいる自分たちのくらしと、世界の国々の人々の生活とは、大きな関係、ふ
かい関係があると言いきってもいいのではないかと思います。
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３組 Ｙ．Ｔ
日本は多くの国から支えられている。自分達の食料も日本はつくっていなくて、ほかの
国から諭入している。(＊＊「輸入している」の誤り＊＊)もし、ほかのえん助がなけれ
ば、日本はとっくの昔にほろんでいると思う。輸入にたよりすぎて田んぼや畑をつぶし
て家をたてたりするばかりじゃ もしもの時どうするんだろう？ とっても もろい国
だと思うのだ。
家や食料その他の物がないときは車も動かない食べ物もないことになる。山とかも木を
きったりして土地にしていってるから(＊＊宅地のことかな？＊＊)、木もないことにな
る。おまけに海もよごれていってるし … 。もうもとのじょうたいにもどるのはむりと
思う。(＊＊後半部分は、少しはずれましたね＊＊)

３組 Ｙ．Ｔ
私達は、食事をするとき、自分の国独特の食べ物だと思っていますが、材料のほとんど
は外国から輸入してきたものばかりです。いろんな国の人達と関係がなかったら、私達
は今ここにいることができません。
だから、私達は、食事や家を建てるとき、他にもたくさん輸入しなければ生きていけな
いので、日本人にとって外国はなくては生きてゆけない物だと思ったからです。

３組 Ｙ．Ｎ
日本は、今、国内品より、輸入品が多いと思います。もし、どこかの国と日本が貿易を
やめたら、食べたいものも手に入りにくくなると思います。「天ぷらそば」の材料のだ
いたいが輸入品だったのがおどろきでした。この１２年間生きてきて、ずーと、「天ぷ
らそば」は日本の食べ物だと思ってきたけど、天ぷらのエビも輸入品です。だから、こ
の大きな、大きな関係が、こわれてしまったりすると、日本も困りますが、相手国の人
達もこまると思う。この大切な関係を今こわしてしまえば、食べ物にこまってしまうと
思いました。

３組 Ｔ．Ｍ
私は、日本と外国は大きな関係があるという意見です。もし、今、日本が外国との交流
をやめてしまったら、私達は生きていけないと思うからです。だから私は外国の人々の
生活がかわれば、日本の生活もかわると思っています。昔から(日本がまだ ちょんまげ
をしていた時から)、外国とのかかわりがあった日本が、自分の力で自分たちの国を作り
あげるのは今からだと無理だと思います。

３組 Ｍ．Ｍ
私は、意見Ｃを選びます。理由は、最初の社会で、「天ぷらそば」の材料を調べたこと
で、日本の食料は、ほとんど、外国から輪入していることが(＊＊「輸入」の誤り＊＊)
わかりました。
日本は、他の国と関係がなかったら、日本は大変なことになります。食料だけでなく、
鉄鉱石、石油 …いろいろな物を外国から、買っているので、日本は他の国がなかった
ら、生きていけません。だから私は、Ｃの意見を選びます。

３組 Ａ．Ｙ
今、たべている食べ物は、ほとんどゆ入されたもので、日本の食べ物は、あまりないか
らです。そのほか、服や、木など身のまわりにある物のほとんどがゆ入されたものだか
らです。
私は、おなかがいっぱいあると、のこった物をかんたんにすてているけれど、ゆ入がで
きなくなったら そうはできなくなります。
もっとものを大事にして、外国の人々と仲よくしていきたいです。
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４組 Ｔ．Ｎ
日本と世界とは大きな関係があると思う。日本で食べている物の材料はアメリカや、

オーストラリアから輸入されている物が多い。日本に輸入してくれるのは(＊＊「輸出し
てくれる」の誤り＊＊)、アメリカや、オーストラリアなどと友好関係をむすんでいるか
らだと思います。食べ物だけでなく、鉄鉱石や、石油なども大くの国から(＊＊「多くの
国」の誤り＊＊)輸入されていると思います。日本ではあまりとれない物は、ほとんど輸
入にたよっているはずです。日本と世界は、大きな関があるとぼくは思います。(＊＊
「係」がぬけている＊＊)

４組 Ｔ．Ｍ
天ぷらそばや家の材料などを学習したけど、日本は、ほとんどが外国からの輸入して

いる。輸出しているのは、自動車やカメラ、テレビくらいなので、輸入ができなかった
ら、日本人は、ほとんどが、うえ死するだろう。だから、世界の国々と、協力しあわな
いといけないと思う。

４組 Ｎ．Ｏ
わたしは、「意見Ｃ」を選びました。
なぜかというと、『天そば』の勉強の時、日本の食料品は、ほとんど外国からの輸入

物にたよっていると習いました。
『日本の住居』の時は、日本の家の材料は、ほとんど外国からたよっているとならい

ました。
日本は小さな国だから、他の国から助けてもらわないと生きてゆけません。日本にい

る私たちが生きていけるのは、他の国との関係があるからだと私は思っています。

４組 Ｈ．Ｓ
ピザとかグラタンとかスパゲティーとか食べたことがあると思いますが、その材料は、

『とうもろこし(コーン)、牛乳(ミルク)、パスタ、ベーコン … 他』これらは、今は、
日本でも作ったりしているけど、でも、その数は輸入しているほうが多いと思います。
(＊＊牛乳のほとんどは自給できていると思いますが、牛に与える飼料のほとんどは輸入
ですね＊＊)世界の国々と、関係がなかったら、私たちは、食べる物がなくなって生きて
いけなくなります。

５組 Ｋ．Ｏ
それは「天ぷらそば」です。何ならぼくはそばを日本で作っている思っていました。

でもそのそばになる原料のことです。
小麦やそばこなど輸入品ばかりです。そして、天ぷらもえびなど魚貝類など(＊＊「魚

介類」の誤り＊＊)ほとんどで天ぷらの油も輸入品かもしれませんし 天ぷらをあげるに
は ころもがひつようそのころもも、パンコや小麦粉など輸入品ばかりで 日本は［外
国が命］なのです。なぜなら外国が輸出をしなくなったら まず 日本は人がいなくな
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るでしょう。
おかしや、ほかの食品、いふく、などほとんど輸入品です。だからこれからも外国に

たよらなければならないでしょう。

５組 Ｄ．Ｔ
日本の天ぷらそばは、ほとんどの材料が外国からの輸入物で、輸入をしてこなかったら
天ぷらそばだけではなく半数以上の食物が食べれなくなる。
天ぷらそばだけでなく、家の材料もそうで、木材や、鉄鉱石も輸入をしている。外国が
輸入をいつまでもしてくるとは限らない。(＊＊「輸出」の誤り)そうなると日本は、家
を作ることができなくなる。
もし世界の国々の人々が、自分達の生活だけを考えると、日本はなくなってしまう。

５組 Ｙ．Ｙ
理由は、日本は外国の助けがなかったら、やっていけないような国だからです。
天ぷらそばなど、日本の調理法でも外国から輸入した材を使っているし(＊＊「材料」
の誤り？＊＊)、石油、鉄鉱(＊＊「鉄鉱石」の誤り？＊＊)などでもほとんどが外国のも
のということから日本にいる自分たちのくらしと世界の国々の人々の生活とは、大きな
関係があるという意見にしました。

５組 Ｎ．Ｋ
わたしの意見は「意見Ｃ」の意見です。それは、他の国々との貿易で日本は成り立って
いるからです。小麦や大豆などは、ほとんどが輸入されているし、バナナは日本ではと
れません。授業で天ぷらそばの問題があったとき、原料は、ほとんど輸入しないと作れ
ませんでした。
日本が他国との貿易をしなくなると、小麦や大豆などの貴重な食べ物が食べれなくなっ
たりして、どんどん資源もなくなってしまうのでわたしは意見Ｃにしました。

５組 Ｍ．Ｓ
私がＣを選んだ理由は、いろんな国からいろんな物が輸入されているからです。
「天ぷらそば」の材料の小麦粉、エビ、しょうゆとか、家を作るための木材とかも だ
いたい外国から輸入しているからです。(＊＊「しょうゆ」は日本製ですが、その原料の
大豆・小麦・塩などが輸入品です＊＊)
もし、外国からの輸入がなかったら、こうゆう便利な生活はしていないのでＣをえらび
ました。

５組 Ｍ．Ｎ
私達の住む日本には、輪入された物が、ほとんどです(＊＊「輸入」の誤り＊＊)。食べ
物や、石油など、外国からやってきたものは、あふれかえっています。天ぷらそばで勉
強した時も、エビや、エビのころもに使う小麦や、だしに使うしょう油の材料も、輪入
されたものです。今すぐに、外国から輪出はもうしませんと言われたら(＊＊これも「輸
出」の誤り＊＊)、日本はなんの力もない国です。石油もとれないし、食料が足りなくな
って、死んでしまいます。家の材料の木も、輪入しているのだから、家も建てられなく
なります。だから、外国との関係は、大きなものです。

６組 Ｒ．Ａ
日本にいる自分たちのくらしと、世界の国々の人々の生活は、関係があると思います。
天ぷらそばのときなど、小麦粉、大豆、など ほとんど、外国から、輸入をしているこ
とがわかったからです。日本は、ほとんど、輸入で外国にたよっているし、日本も、外
国に輸出とか、いろんなものを輸入出をしあっているので(＊＊ふつう「輸出入」と表現
します＊＊)、私は、Ｃの意見にしました。
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６組 Ｈ．Ｙ
日本は食料自給率が低く、ほとんどを外国から輸入している。ほかにも、アルミニウム
や、鉄なども、ほとんど外国から輸入している。ほかに、原油もほとんど外国から輸入
している。今、食べているおかずも外国製品ばかりだ。だから僕達は外国の食料で生き
ていると言っても過言ではないと思う。もし外国が食料を輸入しなくなったら(＊＊「輸
出」の誤り＊＊)、僕達はすぐに食料がなくなる。今乗っている車だって、外国から輸入
した鉄で作っている。それを今度は輸出している。そのところから見ても、十分に日本
と世界の国々とは関係があると思う。

６組 Ａ．Ｋ
もし日本が世界の国々の人々の生活と関係がなかったら、今ごろ私達は生きていなか

ったはず。世界の人達が米や大豆や小麦などを作って、日本へ輸出してくるから、私達
は食べる事ができる。世界の人達が鉄や木材などを日本へ輸出してくれるから、住む所
があったり、車などの機械類を造れたりする。
そう考えたら、日本は、世界の国々の人々の生活と大きな関係があるといえる。

６組 Ｙ．Ｔ
天ぷらそばは、ほとんどが、世界から輸入された物だった。もし、輸入されていなか

ったら、天ぷらそばという食べ物はできなかっただろう(＊＊天ぷらそばが作られたころ
から、原料を輸入していたのではないよ＊＊)。家の材料である木なども、熱帯などから、
輸入されたものだ。これも、輸入されてなかったら、木造の家は少ないだろう。つまり、
自分たちのくらしは、世界の国々と大いに関係がある。ということで、私は Ｃをとる。
(＊＊本当は、コンクリート製の建物の方がもっと少ないと思うけどね。なんで？コンク
リート製の建物を建てるには、仮枠(かりわく)と言って、コンクリートを流しこむため
の型を作らなければならない。その仮枠の１００％近くが輸入材で作られているんだよ
＊＊)

６組 Ｙ．Ｎ
天ぷらそばなどからもいえるように、世界の国々と日本が全く関係していなかったら、

きっと日本人はうえ死にしてしまう。
普段、気づかないところで、輸入品は使われている。例えば、石油。この石油は、今

日本では、全くとれていないので外国にたよらなければならない(＊＊実は、日本でも石
油(原油)は取れているよ。ただし、日本中で使う石油の0.3％しか取れないけどね。新潟
県や秋田県で取れるんだ＊＊)。
他にもほとんど輸入にたよっているものもあるだろう。私たちの食卓の材料なども輸

入品が並んでいることが もしかしたら知らない間にあるのかもしれない。
やっぱりこういうことを考えると、私の結ろんはＣになる。
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先生からの一言

どうでした？ 自分の「作文」と比べてみて。

ここに紹介した「答案」は、表現こそちがいますが、授業で学習したことを、かなり

具体的に使って自分の考えを説明していますね。初めての「作文」にしては、かなりイ

イセンいってると思います。

ただ、もう少し、外国の人々の立場も考えてくれたら、よかったなと思います。「日

本は生きていけない」から、世界の国々と仲良くしていかなければならい、というよう

な、ちょっとセコイ考え方が多かったと思います。

資料活用技能について

社会科で身につけるべき学力は、大きく分けると、社会科学的な見方と社会科学的な

考え方の２つに分けることができます。社会科の評価項目の中で、「知識・理解」や

「資料活用技能」は社会科学的な見方と密接な関係をもっています。また、「思考・判

断」や「意欲・関心・態度」は社会科学的な考え方との関係が深いと先生は理解してい

ます。

人が自然や社会の中で生きていくためには、さまざまなできごとをまず、正確にもの

ごとを見ることができなければなりません。言いかえると、ばくぜんと存在する事実を、

客観的に（だれが見ても、だれが実験しても、同じ結果になることを客観的な事実と言

います）、理解する方法が必要なのです。その必要性から人類は、数学や自然科学など

その他、社会科学など多くの科学を生み出してきました。

そして、社会科学的な思考や判断をするためには、社会の中で起きているさまざまな

できごとや現象（社会事象という）を客観的に、しかも、正確に知る必要があります。

そこで社会科では、その方法の一つとして、さまざまな資料から提供される情報をもと

にして、考え、判断し、事実を理解することをします。

社会科であつかう資料には、「読み物」や写真・図版、あ

るいは統計資料やグラフなど、さまざまなものがあります。

これらの資料がもつ情報を正確に読みとる練習をしたり、と

きには資料として提供された情報が正しいものかどうかも考

えます。これを観点別評価では、「資料活用技能」という項

目でみています。この「資料活用技能」には、合理的で公正

な判断をするための基礎力を形成する目的があります。


